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新工場新設と旧工場の撤去

2024年3月27日

資料６



旧工場の撤去と新工場建設
• 有機製造部旧工場（合成第五工場）は、2016年に⼯場
の生産活動を中止。

• 弊社農薬の主⼒製品である殺⾍菌⽤の農薬製剤（SC
剤）の販売拡大が予想されることから、生産を増強する
ため工場を新設する。

• 旧⼯場撤去に際し、９００㎡以上の⼟地の形質の変更で
あるため土壌汚染対策法の適用を受け、土壌汚染状況調
査を実施する。調査結果に基づき、四⽇市市に汚染発⾒
届出と⼟地形質変更届出を提出。11月1日に土壌汚染が
公表され、区域指定（形質変更時要届出区域）を受けた。

• 現在、旧工場の跡地の基礎部分を撤去するため、汚染が
ない部分1.5mより上層を掘削している。
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新工場設置の概要
SC剤工場

建屋︓15m×25m 面積375m2

倉庫︓テント 33m×15m 面積490m2

能⼒︓5KL/日（SC剤）

完⼯予定︓2025年2月

※ＳＣ剤とは（suspension concentrate）

固体の農薬原体と水を混合した製剤である。



新工場 設置位置図

新工場（SC剤工場）

計画エリア
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今回の土地の形質変更のエリア



⼟地形質変更の範囲

 赤枠内  3,805㎡



新工場の位置



令和05年11月01日 記者発表資料 石原産業株式会社四日市工場における土壌汚
染について
問い合わせ番号︓16987-3572-2960 更新⽇︓2023年 11月 1日

１．発表内容
令和５年10月31⽇、三重県⽣活環境の保全に関する条例第72条の4第1項に基づ

き、⽯原産業株式会社（⼤阪市⻄区江⼾堀⼀丁目3番15号 代表取締役社⻑ 社⻑

執⾏役員 高橋 英雄(※)）から同社四日市工場（四日市市石原町1番地）において、
⼟壌汚染を発⾒した旨の届出がありました。

同社が⼯場敷地内において新たに⼯場建設⼯事を⾏うにあたり⼟壌を調査したとこ

ろ「1,2-ジクロロエタン」、「ジクロロメタン」、「ふっ素及びその化合物」、
「セレン及びその化合物」、「砒素及びその化合物」が⼟壌溶出量基準を超過し、

「鉛及びその化合物」が⼟壌含有量基準を超過しました（地点は別紙参照）。

⼟壌溶出量基準を超過した物質について当該⼯事範囲の境界付近で地下⽔を調査し

たところ、いずれの物質についても基準を満たしていたことを確認しています。
なお、当該工場敷地では、過去に土壌・地下水汚染が判明していることから、事業
者が土壌・地下水汚染対策を検討するための第三者委員会である「環境専門委員
会」を設置し、学識経験者等の指導を得ながら調査、修復に取り組んでいます。

四日市市ＨＰより

⼟壌汚染発⾒届出を提出



＜土壌調査結果（溶出量）＞

物質名 最大検出濃度 土壌溶出量基準

１,２-ジクロロエタン 6.7mg/L 0.004mg/L

ジクロロメタン 3.8mg/L 0.02mg/L

ふっ素及びその化合物 13mg/L 0.8mg/L

セレン及びその化合物 0.38mg/L 0.01mg/L

砒素及びその化合物 0.22mg/L 0.01mg/L

＜土壌調査結果（含有量）＞

物質名
最大検出濃度

（土壌含有量基準の倍数）
土壌含有量基準

鉛 及びその化合物 920mg/kg 150mg/kg







今回の掘削について

基礎撤去を目的としていることから、

ＧＬ-1.5ｍ以内を対象に掘削した。

この掘削に伴う土は産業廃棄物として

適切に処分する。



土壌調査時に設置した観測井の地下水分析結果

⼤きく変化しているところは⾒られないと考えられる。



地下水モニタリング
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土壌調査時に

設置した観測井



今後の計画

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

四日市市へ土壌汚染結果報告

10月31日

合五工場撤去（建屋） 完了

合五工場撤去（地面） 予定

土壌対策（必要に応じて） 変更

SC剤工場建設稟議発行

基本設計、業者選定（設備管理）※土建は大成

四日市市へ形質変更届提出（図面必要） 

機器発注（納期17カ月） 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

詳細設計（機械）

機器据付

建築設計（ボーリング調査）

建築設計（土建）

建築確認申請

杭発注

建物・外構工事

外構

機械・電計工事

試運転

本格運転

合五撤去

SC剤工場建設

項目 内容

2023年 2024年 2025年

既存杭調査

工事着工14日前まで





地下水モニタリング
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バリア井戸



⼤きく変化しているところは⾒られないと考えられる。

測定場所 測定日時 ジクロロメタン 1,2－ジクロロエタン セレン及びその化合物 砒素及びその化合物 フッ素及びその化合物

initial 工事区域 2023/8/3 <0.002 0.0026 <0.001 <0.001 0.61

1月分 工事区域 2024/1/29 <0.002 0.0014 <0.001 0.001 0.53

initial B-4 2023/12/13 ＜0.002 0.0035 0.001 0.076 1.1

1月分 B-4 2024/1/29 ＜0.002 0.0036 0.001 0.17 1.1

initial B-5 2023/12/13 ＜0.002 0.026 <0.001 0.035 0.62

1月分 B-5 2024/1/29 ＜0.002 0.031 <0.001 0.035 0.63

initial G 2023/12/13 ＜0.002 0.0006 0.004 0.023 0.49

1月分 G 2024/1/29 ＜0.002 ＜0.0004 <0.001 0.006 0.52

initial H 2023/12/13 ＜0.002 0.0007 <0.001 0.012 0.55

1月分 H 2024/1/29 ＜0.002 0.0005 <0.001 0.011 0.57

基準値 0.02 0.004 0.01 0.01 0.8

定量下限値 0.002 0.0004 0.001 0.001 0.08

単位 mg/L mg/L mg/L mg/L mg/L

周辺

地下水の分析結果


